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ver.2015.3.1.0 平成２７年３月３１日発行 

 

ver.2022  令和４年１１月発行 
１） p41 ６補聴器 (3)イ 

補装具の種目、購入等に要する費用の額の算定等に関する基準 第１３次改正（令和４年３月

３１日厚生労働省告示第１２９号）にて補聴器備考欄の記述のうち「ＦＭ型受信機」が「受信機」

に、「ＦＭ型用ワイヤレスマイク」が「ワイヤレスマイク」に変更されたことに伴い、「ＦＭ型補聴シス

テム」を「ワイヤレス補聴システム」に変更 

２） 以下の様式例について新書式に改訂 

p63 補４     医学判定記録（肢体不自由） 「医療機関名」追加 

p75 補６－２ 適合状態確認票【補聴器】 「補聴器名称」配列変更 

p77 補６－４ 適合状態確認票【重度障害者用意思伝達装置】 「納品日」追加等 

３） p92 付録４ 人工内耳用音声信号処理装置修理について 

「補装具費支給制度に人工内耳用音声信号処理装置の修理が加わりました」を新設 

４） p48 (4) ア (イ)必要書類に「g 写真」を追加 

 

ver.2024  令和６年８月発行 
厚生労働省告示等が大幅に改正。以下に主な改正点を示す。 

１） 種目の分類変更 （ver.2025 の記載を参照） 

２） 「指針(p3～)」第 2 具体的事項中、主に以下項目が新設を含め内容変更された。 

1 (2) 障害児に対する電動義手（新設） 

1 (4) 特例補装具費 

1 (6) 支給対象となる補装具の個数 

1 (9) 差額自己負担（本書様式例 補 12 新設） 

2-3  難病患者等に対する事務処理 

３） 告示等改正により、本書「概要」、「各論」、「様式例」の大部分を改訂 

 

ver.2025 令和 7 年 8 月発行 
厚生労働省告示等が大幅に改正。以下に主な改正点を示す。 

本書 p96（備考）の厚労省ウェブサイト「福祉用具」より、p95-96 の「基準」、「指針」、「要領」、「完成用

部品」を入手すると情報共有に有効 

1) p9 他 

種目名及び分類の変更       ＊下線部が令和７年度、それ以外は令和６年度変更 

新 旧 

 

(1)義肢－殻構造義肢 

(2)義肢－骨格構造義肢 

(3)装具（オーダーメイド） 

(4)装具（レディメイド） 

(5)姿勢保持装置 

(6)車椅子（自走用、介助用） 

   ①モジュラー式 

   ②オーダーメイド式 

   ③レディメイド式 

(7)電動車椅子(標準形、簡易形) 

(8)その他 

  補聴器 

  重度障害者用意思伝達装置 

  車載用姿勢保持装置 

  他 

 

 

(1)義肢－殻構造義肢 

(2)義肢－骨格構造義肢 

(3)装具 

(4)座位保持装置 

(5)その他 

  補聴器 

  車椅子（普通型、手押し型） 

   ①オーダーメイド・モジュラー方式 

②レディメイド 

  電動車椅子(普通型、簡易型) 

  重度障害者用意思伝達装置 

  座位保持椅子(児童に限る) 

  他 
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備考 
令和６年度までの「座位保持椅子」と「頭部保持具」の削除に伴い、「車載用姿勢保持装置」が新

設され、「児童に限る」とあった対象制限も削除された。なお、頭部の保持が必要な場合は姿勢保持

装置の「頭部支え」（製作要素価格 支持部 頭部）の加算が可能となった。 

2) p12 資料 4 特例補装具と一部特例の扱いについて を新設 

「指針」ｐ5 に「一部特例」が新設され、基準内の補装具と特例補装具の扱いについて定義された

こと及び、車椅子・電動車椅子の市販のクッション及び重度障害者用意思伝達装置の市販のス

イッチについて、数に含めない「一部特例」として扱うよう定義されたことに伴う改訂 

（関連情報：「要領」ｐ56、ｐ80） 

3) p41 ６補聴器 (3)イ他 

「重度難聴用耳かけ型で受信機、オーディオシュー、ワイヤレスマイク」（当所呼称「ワイヤレス補

聴システム」）から「耳かけ型で補聴援助システム」への変更に伴い該当箇所を改訂 

（「基準」p68） 

4) p46 重度障害者用意思伝達装置の分類、文字等走査入力方式の分類に（注）を追加 

（「要領」p80） 

5) その他 

  様式例を告示等の改正や社会の趨勢に合わせ改訂（p56、p70、p72、p80） 

  様式例の誤字等を修正（p66、p77） 
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